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研究成果の概要（和文）：本研究は、研究期間全体を通じて、哲学（美学）、貧困観・労働者教育観、帝国（特
にアイルランドとインド）観という3つのトピックを焦点として、バークの思想のケインズへの影響の詳細を明
らかにしようと努めた。最終的に英語論文・日本語論文・国際会議での口頭発表のすべてにおいて、当初の期待
以上の分量の研究成果を生みだすことができた。研究課題である「ケインズのバーク受容」それ自体に関して
は、明確な結論を引き出すことはできなかったが、研究開始時よりは知見を大いに深めることができた。

研究成果の概要（英文）：Throughout the entire period of research, this study sought to clarify the 
details of the influence of Burke's thought on Keynes by focusing on three topics: philosophy 
(aesthetics), views of poverty and worker education, and views of empire (especially Ireland and 
India). In the end, I was able to achieve research results that exceeded my initial expectations in 
all of my English papers, Japanese papers, and oral presentations at international conferences. As 
for the research topic itself, “Keynes's Acceptance of Burke,” there is still much room for 
further study, but I was able to deepen my knowledge much more than when I started the research.

研究分野： 経済学説および経済思想関連

キーワード： ケインズ　バーク　保守主義　功利主義　美学　インド

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、ケインズが規則主義者バークを低く評価し、便宜主義者バークを高く評価したことを、経済学方法論
の次元にまで遡って明らかにした。また、経済が二次的な役割しか果たさないような世界の到来に関するケイン
ズの希望がそこに反映されていることも明らかにした。さらに、バークの美学思想の経済思想史的意義、マルサ
スのバーク受容の特質と意義を明らかにするなど、「ケインズのバーク受容」についての考察を今後より深めて
いくための基礎資料も整備した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 

20 世紀最大の経済学者ケインズ（John Maynard Keynes, 1883-1946）が単なる経済理論家
でも単なる政治的実務家でもなかったこと、そして、彼の経済学や経済政策に関する議論の根底
に人間や社会や道徳に関する彼独自の哲学的な思索が横たわっていたことは、もはや常識の部
類に属する。このことは、別の言い方をすると、ケインズの経済学や経済政策についての考え方
を適切に理解しようとするならば、彼が人間や社会や道徳をどのように見ていたのかという彼
の哲学についての理解が不可欠であることを意味する。本研究課題は、ケインズの経済学・経済
政策観を根底から支えている彼の哲学にまでさかのぼって考察することにある。具体的には、彼
が〈保守主義の父〉として知られる政治家・政治哲学者バーク（Edmund Burke, 1729/30-97）
の思想をどのように受容したのかに焦点を当てることで、この課題に接近したい。 
「ケインズのバーク受容」については、内外ともにそれなりの研究蓄積があるものの、管見の

かぎり、先行研究の大半はバーク研究史に精通していないケインズ研究者によるものであり、と
りわけケインズの参照した／しえたバークに関する一次および二次文献の特徴を把握できてお
らず、「ケインズのバーク受容」の独自性を細部まで明らかにするにいたっていない。したがっ
て、「ケインズのバーク受容」の詳細をバーク解釈史・イギリス保守主義史を踏まえて描き出そ
うとする試みは、内外ともにほとんど例がなく、きわめて野心的な課題である、と言えよう。 
 
２．研究の目的 
 
ケインズは生涯にわたりバークの思想にきわめて高い関心を示した。しかし、保守党・労働党

でなく自由党の熱烈な支持者であったケインズが〈保守主義の父〉として知られるバークの思想
に惹かれ続けた理由は、いまだ十分に解明されておらず、汗牛充棟たるケインズ経済学形成史研
究の空白地帯となっている。本研究は、こうした研究状況を受けて、ケインズのバーク思想に対
する応答の独自性を 19 世紀後半から 20 世紀前半にかけてのイギリス保守主義史・バーク解釈
史という歴史的・思想史的コンテクストに照らしつつ明らかにし、それを通じて彼の経済学・経
済政策観を根底から支えている人間や社会や道徳に関する哲学的な思索に迫ることを目指す。
それによって本研究は、ケインズ研究への貢献（バークを介したケインズ理解の豊饒化）とバー
ク研究への貢献（ケインズを介したバーク理解の豊饒化）の両方が可能となろう。さらに、自称
「保守」政治家があふれかえり「リベラル保守」なる言葉すら耳にする昨今、その意味内容が拡
散の一途をたどっている「保守」概念の現代的再定義の可能性についても、本研究は積極的な貢
献が可能であると考えている。 
 
３．研究の方法 
 
本研究課題は当初 4年間の研究期間（2018-21 年度）を予定していた。1・2年度目は、研究の

遂行に必要な文献を収集し読解を進める。ケインズが参照したバークの著作のうち、特に依存度
が高いと推察される文献から精査していく。具体的には美学論文『崇高と美』である。すでにあ
る程度予備的な研究を進めていることもあり、1年度目から積極的に国際学会で口頭発表し、助
言を得る。また、国内では、応募者と研究領域と関心を近しくする識者が集っている研究グルー
プである経済学方法論フォーラムに参加し、ケインズの哲学的思索のより精緻な理解のための
助言を得る（3・4年度目も同様）。3年度目には、1・2年度目に得られた知見をひとまず整理し
て、第一次草稿を当該年度末までに完成させる。原稿の完成度を高めるために、親交の深い海外
の研究者に助言を積極的に求める。また、保守主義者バークと功利主義者バークとの関係につい
ての最新の知見を、ISUS（国際功利義学会）での発表を通じて得る。4年度目は本研究の完成年
度であり、国際ジャーナルへの投稿を行う。投稿前に世界各国の経済学史研究者が一堂に集う大
規模な学会 ESHET（欧州経済学史学会）で発表し、原稿の最終チェックを行う。 
 
４．研究成果 
 
4 年間の研究期間の 1年度目にあたる 2018 年度は、執筆途上の論文「政府の「なすべきこと」

と「なすべからざること」―ケインズはムーアとバークから何を学んだのか」（論文集『経済学
方法論の多元性』に収録）を完成させるとともに、バークとケインズの哲学的思索をより深い次
元で理解するために、両者の美学に関連する文献を収集し読み進めていった。2-4 年度目（2019-
2021 年度）は、バークの哲学（美学）に関して得られた知見を、ひとまず単体で論文化する作業
を進めながら、ケインズの哲学に関する先行研究と接続させることを試みた。（本研究課題は当
初 4 年間の研究期間を予定していたが、研究期間の延長を 2年連続で申請し認められた。） 
 延長 1年度目にあたる 2022 年度は、「ケインズのバーク受容」に関して、哲学（美学）に加え
て、帝国（特にアイルランド）観・貧困観・労働者教育観などに関しても、検討を進めた。延長
2年度目＝最終年度にあたる 2023 年度は、「ケインズのバーク受容」に関して、帝国（特にイン



ド）観を中心に検討を進めた。また、わが国のバーク研究にも大きな貢献のあった水田洋教授が
2023 年 2 月に逝去され、その巨大な業績をふりかえる追悼論文を執筆する機会を与えられたた
め、この仕事も並行して進めた。 
 本研究は、6 年間の研究期間全体を通じて、バークの哲学（美学）、貧困観・労働者教育観、帝
国（特にアイルランドとインド）観という 3 つのトピックを焦点として、従来未開拓であった
「ケインズのバーク受容」の歴史的実相に迫ろうとした。史料・資料の制約に阻まれて考察が難
航したことに加えて、コロナ禍による海外渡航の制限という誤算や予期せぬ持病悪化などもあ
って、研究の進捗状況がかなり遅れ気味となり、「ケインズのバーク受容」それ自体に関しては
明確な結論を引き出せなかったが、以下に示すように、最終的に当初の期待以上の分量の研究成
果を生みだすことができ、研究開始時よりは知見を大いに深めることができた。 
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